





















































































































































1 23456 7 8o 準備運鋤、ウォーミ ングアッブを兼ねた藁団遜び手つなぎ鬼 ライン鬼ごっこ ・囲鞍リレー5 ◇オジエンテー 景り逡しの運勤霞分のべ一スで糀しく ◇蚤り龍しの運動： ◇rじやんけんサ ◇購時に考えた
シ薄ン o定るo軍均密歩き 糊瞬じやんけんリレ 一キット」： 隷み合わせの動
O意る Oケンケンパー 一ヨで動きをより大き 動きや場を工央 きをみんなに銘
10 Oウサギ跳び く して漿しむ 介し、みんなで敢
Oケンケンパー Oアザラシ鍵｛飾鱒磯臆刺 ・進む方向に機線をr醸ナる 氏まらずにリズムよく ・膝と騎の譲りを使う
Oケンケングー ○手押し燦
15 寧のバランスをとる運動 胴具を繰窪する運爵 体のバランスをとる運
Oスキップ く囲る＞ 〈運ぶ＞ 動
○持足を軸にして宥回り・菰黙り Oボールを体のいろいろな断に挟み、 〈寝転ぶ・趨きる〉
20o嗣足跳び O一回転してじやんけん 移鋤する。 o嬢綴り
〈崖る・立つ〉 〈投げる・捕る〉 oゆ弓かご
oギャロップ O競を組んで｛組まないで）立つ O上に般げたボールを爾手で捕る． 寧人数を増やすこと
2善 くバランスを保つ＞ で難易度が薫がるも
O乎足楚り Oスーパーマン のを隷介し、お蕊いに
oクモ歩き Oモノレール o相手iこ向かってポールを投げたり、 教え合って敵り緯む。 3．組み合わせの 3，折り返し運
30oウサギ跳び Oケンケン矯 投げられたボールを補ったりする． 運鋤 動1
零パートナーを替える時はスキツプなどで ＊捜を魯崖考え、ローテーション方式 毒今塞での勘き 自分のぺ一スで















































































全体印象 1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時問目 8時間目
1 4 4 0 0 0 02 18 11 2i 22 25 23




























全体印象 1時問目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 7時間目 8時間目
1 1i 11 i2 9 10 11 102 15 18 13 18 io 13 16




















全体印象 1時問目 2時間目 3時問目 4時間目 6時間目 7時問目 8時間目





















全体印象 1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 6時間目 7時間目 8時問目
1 10 5 7 5 2 1 3
2 14 17 17 16 13 18 18































全体印象 2時間目 3時問目 4時間目 6時間目 7時問目 8時間目
1 8 1 4 4 3 22 17 25 20 18 22 17































1時問目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6目欄目 7時間目 8時間目
走る①○ 15 22 15 13 14 ㎜ ㎜ 14
走る①× 13 7 15 15 15 ㎜ 』 15
走る②○ 14 23 21 18 13 一 一 11
走る②× 14 6 9 10 16 ｝ 一 18
ケンケンバ①○ 10 7 14 12 7 一 12 14
ケンケンバ①× 18 22 i6 17 13 ㎜ 14 15
ケンケンパ②○ 15 21 20 17 16 一 26 20
ケンケンパ②× 13 8 10 12 4 ｛ 0 9
アザラシ歩き①○ 13 18 18 18 ｝ 20 18 21
アザラシ歩き①x 15 10 12 11 皿 8 10 7
アザラシ歩き②○ 14 18 15 i6 ㎜ 15 17 17
アザラシ歩き②× 14 10 i5 i3 一 i3 11 11
手押し車①○ ！4 17 20 21 一 23 22 17
手押し車①× 14 12 10 9 皿 5 5 11
手押し車②○ 10 17 12 14 ㎜ 20 i4 13
手押し車②× 18 12 18 16 一 8 13 ま5
平均台歩き①○ ｝ 27 30 29 一 28 28 29
平均台歩き①x 一 2 0 1 一 0 0 0
平均台歩き②○ ㎜ 8 5 9 ｝ 13 0 8
平均台歩き②x 一 21 25 21 ㎜ 15 28 21
4．まとめ
本研究ではく日本体育協会のPTによって進められてきた動きの質を評
価する観点・尺度について、その一部を修正し、「多様な動きをつくる運
動」の単元の中で適用した。結果的には、観点・尺度を用いることによ
り、動きの質が改善されるものと改善されないものとが点数によって示さ
れ、全体傾向を把握しやすいことから、今後の指導指針となりうる資料を
提供する可能性があることがわかった。しかし、一方で、こうした研究
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小学校「体つくり運動」領域における動きの評価に関する事例的研究
は、体育科教育学分野において研究の緒に就いたばかりであり、課題が大
いに残っている。それは概ね次の四つである。
一っは、修正した観点・尺度についての信頼性・妥当性の問題である。
今回は、日本体育協会のPTによって進められてきた観点・尺度を一部修
正し、授業単元に適用したが、修正した規準そのものが妥当であるのかと
いう問題が残っている。修正した観点・尺度は、あくまで研究者の3名の
印象に頼っており、十分な信頼性・妥当性を担保するにはほど遠いと言え
る。PTが観点・尺度の信頼性を担保する過程の中で、12名の研究者や多
くの実践家が関わっている点からすれば、修正した観点・尺度についても
同様の手続きが求められるであろう。
上記と関連して二っ目の課題は、全体印象と部分評価の関係についての
再考が必要である。例えば「走る」の部分評価に「全力で走る」を加えた
が、全体印象との関係から、部分評価としての位置づけでよいのか、再度
検討が必要であると考える。さらに、発達段階に則した観点・尺度作りも
必要である。
三っ目として、データの取り方である。今回は、クラス全員の児童を対
象としてみたが、動きの質の向上を単元過程でより詳細にみる場合には、
数名の抽出児童に着目し、その児童の動きを課題や仲間などの要素を含め
た状況関連的な分析も重要となる。
四つ目としては、今回の観点・尺度が、学校現場の教師達にとって使い
勝手がよいのかどうかである。少なくとも、今回は、研究者間で動きの印
象に関する判定を巡って、80％の一致率を確保するために、繰り返し児
童の動きを視聴し、判定を繰り返したが、研究者間で五つの動きの判定が
一致するには12時間以上を要しており、動きの質を観察することの難し
さに直面していた。その意味でも、動きを見る目をどのように養うのとい
う点と、学校現場での普及に一つ課題がある。
もっとも、極論をすれば、まずは動きの質に着目するという試みが大切
ではないかと考える。質に注目し、それを一定の評価をすることの難しさ
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近藤智靖・佐野圭司・田村沙登美・松尾泰子
はあるが、見返りも多い。たとえば、規準に照らしてみるとケンケンパは
横並びの指導形式は問題があるとか。腕支持が出来なかった肥満傾向の児
童でも、動きを3時間ほど繰り返すことによって粗形態が形成しうるなど
である。
こうした動きの観点・尺度作りに関する研究は、今後、体育科教育学分
野において蓄積が待たれるところである。今回の研究は、稚拙ながらもパ
イロット事例として意義あるものであり、一里塚となればと願っている。
＜謝辞＞
本研究にあたって日本体育協会の森丘保典先生には多大なるご協力を頂
き、感謝しております。
＜注釈＞
注1）
一例を挙げると、体育科教育2009年4月号（57巻5号）では「『体つくり運
動の授業遍はこう変えよう」、2010年6月号（58巻7号）では「『動きのよい
子邊を育てる幼少年期の体育」という特集が組まれており、この運動の実践や
提案が数多く見られている。
注2）
折り返しの運動とは、ラインの外に班ごとに並び、反対側のラインまで様々
な運動をしながら行って折り返してくる運動のことを指す（清水，2006，p．
46）
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